
 

 

開催日時：令和４年１０月３１日（月）１８:３０～２０:３０ 

開催場所：鵜の木特別出張所 

参 加 者：１４名（傍聴者：３名） 

 
 

本地区の強み・弱みに加え、上位計画における位置付けやこれま

で勉強会でいただいた意見などから、地区に求められることを踏ま

え、地区の「将来像」や「目指す姿」、「将来像実現のための取組方

針」等を整理した『下丸子駅周辺地区まちづくり構想（素案）』つ

いて、参加者の方々に説明し共有しました。 

また、今回のワークショップのルールや内容を解説するとともに、

今後の勉強会の進め方について説明しました。 

 

「まちづくり構想（素案）について考えよう❶！」をテーマに、３つのグループに分かれてワーク

ショップを行いました。ワークショップでは、『将来像』、『目指す姿』、『将来像実現のための取組方針』

に示された具体的な４つの視点（目指す姿）『視点①：居心地の良いウォーカブルなまち』『視点②：

多様な交流からイノベーションが生まれるまち』『視点③：くらしを豊かにする機能・空間が充実した

まち』、『視点④：地元住民・企業等とともにつくり・つかう共創のまち』について、これまでの勉強

会の内容が反映されているか、追加で記載すべき要素はないか等について意見交換を行いました。各

グループからいただいた意見の一部をご紹介します。 

＜Ａグループ＞ 

素案全体 

 ４つの目指す姿に対して対象となる人はそれぞれ異

なるのか、具体的なイメージの共有が必要 等 

 防災・減災への取組は具体的に記載すべき 等 

視点① 
 多摩川線とたまちゃんバスの連絡やデマンド交通の

活用 等 

視点② 
 参画企業や団体でこれらのまちづくりの方針に対し

て価値を生み出す仕組みづくり 等 

視点③ 
 グリーンインフラを整え、多摩川の水辺を活かす。ま

ちの歴史を大事に扱う 等 

視点④ 
 技術やアイデアのマッチング支援となる場所・仕組み

づくり 等 

第６回勉強会を開催しました！ 

 

＜ワークショップの様子＞ 

ワークショップ 

レクチャー（下丸子駅周辺地区まちづくり構想（素案）の共有） 

＜レクチャーの様子＞ 



＜Ｂグループ＞ 

素案全体 

 ウォーカブルの考え方に賛同しており、これまでの勉

強会の内容は反映されている 等 

 水害リスクがあるため、防災についてより強く記載

すべき 等 

視点① 
 ベビーカーや車いすの移動のしやすさや荷捌き等へ

の配慮を持った考え方 等 

視点②  技術者と交流できる場や技術を発表する場所 等 

視点③ 
 地区の資源を活かし、子どもや子育て世代の憩いの

場となる空間 等 

視点④ 

 アイデアが集まり、それを実現するプロトタイピング

を行える場所。また、それを実現するための仕組みづ

くり 等 

＜Ｃグループ＞ 

素案全体 
 空港につながるまちづくりと全体の構成との繋がり

のイメージを共有できるようにすべき 等 

視点① 
 ウォーカブルの動きとして誰がどのように歩いてい

るか等についてイメージの共有 等 

視点② 

 イノベーション及びインキュベーション施設を分散

して配置することで賑わいに広がりを持たせる 等 

 工場に限らず、ものづくり企業が集まる仕組みづく

り 等 

視点③ 

 うぐいす等の野鳥が生息しており、自然環境を有効

活用したい。視点③では自然を強調するようなキー

ワードを追加したい 等 

 シンボリックなランドマークの設置 等 

視点④ 
 商店街等の団体とソフト面でつながりながらエリア

プラットフォームを構築していく必要性 等 

その他  20年後を見据えたロードマップ等の作成 等 

 

 

テーマ：『まちづくり構想（素案）について考えよう❷！』（予定） 

開催時期／場所：令和４年12月19日（月）１８:００～／大田区民プラザ（第一、第二会議室） 

※ワークショップの配布資料や議事概要は区 Web サイトで確認することができます。また、勉強会の

傍聴も可能ですのでお気軽に以下の問い合わせ先までご連絡ください。 

 

 

第７回勉強会の開催について 

【お問い合わせ先】 
大田区 鉄道・都市づくり部 鉄道・都市づくり課 

担当：松島、大桑、小原、寺田 

TEL：03－5744－1212（直通） FAX：03－5744－1526 

E-mail：kaihatsu@city.ota.tokyo.jp 

＜ワークショップの様子＞ 

＜ワークショップの様子＞ 


